
【
は
じ
め
に
】

一
九
九
三
年
の
ア
メ
リ
カ
映
画
『
シ
ン
ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
』
（
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
・
ス
ピ
ル
バ
ー
グ
監
督
）
が
発
表
さ
れ
て
以
降
、
東
洋
の
シ

ン
ド
ラ
ー
と
し
て
、
杉
原
千
畝
（
す
ぎ
は
ら
ち
う
ね
）
の
名
が
、
広
く

世
界
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
オ
ス
カ
ー
・
シ
ン
ド
ラ
ー
は
、

ド
イ
ツ
人
で
あ
り
な
が
ら
、
第
二
次
世
界
大
戦
時
に
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ

ツ
に
よ
る
ユ
ダ
ヤ
人
へ
の
迫
害
が
進
む
中
、
自
身
が
経
営
す
る
軍
需
工

場
で
働
く
一
一
○
○
人
以
上
も
の
ポ
ー
ラ
ン
ド
系
ユ
ダ
ヤ
人
を
、
工
場

に
必
要
な
生
産
力
だ
と
い
う
名
目
で
強
制
収
容
所
送
り
を
阻
止
し
、
そ

の
命
を
救
っ
た
人
物
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
一
方
の
杉
原
千
畝
は
、

第
二
次
世
界
大
戦
当
時
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
領
事
館
に
赴
任
し
て
い
た
際
、

ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
迫
害
に
よ
り
ポ
ー
ラ
ン
ド
を
含
む
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各

地
か
ら
逃
れ
て
き
た
難
民
た
ち
に
同
情
し
、
一
九
四
○
年
七
月
か
ら
八

月
に
か
け
て
、
大
量
の
ビ
ザ
を
発
給
し
、
避
難
民
の
命
を
救
っ
た
人
物

で
あ
る
。
そ
の
避
難
民
の
多
く
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

後
に
東
洋
の
シ
ン
ド
ラ
ー
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

杉
原
の
人
道
的
行
動
に
よ
っ
て
ビ
ザ
の
発
給
を
受
け
た
難
民
た
ち
は
、

そ
の
後
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
満
州
を
通
り
、
日
本
を
経
由
し
て
脱
出
に
成

功
し
た
が
、
そ
の
道
中
は
ど
の
よ
う
な
状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

そ
し
て
、
そ
こ
に
関
わ
っ
た
人
々
つ
い
て
、
各
社
の
歴
史
教
科
書
で

は
ど
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
の
か
読
み
比
べ
て
み
た
。

中
学
歴
史
教
科
書

読
み
比
べ
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以
下
、
東
京
書
籍
、
教
育
出
版
、
帝
国
書
院
、
自
由
社
の
順
に
引
用

す
る
。

【
東
京
書
籍
】

［
命
の
ビ
ザ
］
コ
ラ
ム
二
二
三
頁

《
第
二
次
世
界
大
戦
の
さ
な
か
の
一
九
四
○
年
七
月
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
の

ユ
ダ
ヤ
人
が
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
の
迫
害
か
ら
の
が
れ
る
た
め
、
ソ
連

と
日
本
を
通
過
し
て
ア
メ
リ
カ
な
ど
に
わ
た
ろ
う
と
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の

日
本
領
事
館
に
押
し
寄
せ
ま
し
た
。
領
事
代
理
の
杉
原
千
畝
は
、
ド
イ

ツ
と
同
盟
関
係
に
あ
っ
た
日
本
政
府
の
意
向
を
無
視
し
て
、
一
か
月
余

り
に
わ
た
り
、
寸
暇
を
お
し
ん
で
ビ
ザ
（
査
証
）
を
書
き
続
け
、
約
六

○
○
○
人
も
の
命
を
救
い
ま
し
た
。
杉
原
の
人
道
的
な
行
為
は
、
同
様

に
多
数
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
救
っ
た
ド
イ
ツ
人
事
業
家
の
オ
ス
カ
ー
・
シ
ン

ド
ラ
ー
（
一
九
○
三
～
七
四
）
と
並
ん
で
、
国
際
的
に
高
く
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。
》

【
教
育
出
版
】

［
後
藤
新
平
と
杉
原
千
畝
］
コ
ラ
ム
二
三
一
頁

《
◎
ビ
ザ
を
求
め
る
人
た
ち

一
九
四
○
年
七
月
、
リ
ト
ア
ニ
ア
の
都
市
カ
ウ
ナ
ス
の
日
本
領
事
館
前

に
、
何
百
人
も
の
人
々
が
集
ま
っ
て
い
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
に
占
領
さ
れ

た
ポ
ー
ラ
ン
ド
か
ら
、
命
か
ら
が
ら
逃
げ
て
き
た
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
で
し

た
。
こ
の
人
た
ち
に
残
さ
れ
た
方
法
は
、
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
で
ソ
連
を
横

切
り
、
日
本
に
渡
っ
て
ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
逃
げ
る
こ
と
で
し
た
。
そ
の

た
め
に
は
、
日
本
を
通
過
し
て
も
よ
い
こ
と
を
証
明
す
る
ビ
ザ(

査
証)

が
必
要
で
し
た
。

そ
こ
で
杉
原
千
畝
は
、
日
本
の
外
務
省
に
、
日
本
を
通
過
す
る
た
め

の
ビ
ザ
を
発
行
し
て
よ
い
か
問
い
合
わ
せ
ま
し
た
。
外
務
省
か
ら
電
報

が
入
る
と
、
杉
原
は
食
い
入
る
よ
う
に
見
つ
め
ま
し
た
。
…
「
ユ
ダ
ヤ

人
た
ち
は
、
日
本
か
ら
ど
こ
に
行
こ
う
と
し
て
い
る
の
か
。
そ
の
国
の

入
国
許
可
証
が
な
い
か
ぎ
り
、
ビ
ザ
を
発
行
し
て
は
な
ら
な
い
。
」
杉

原
は
、
ま
た
電
報
を
打
ち
ま
し
た
。
「
今
は
、
入
国
許
可
証
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
日
本
に
着
く
こ
ろ
ま
で
に
は
取
れ
る
で
し
ょ
う
。
」

し
か
し
、
外
務
省
の
返
事
は
同
じ
で
し
た
。
…

◎
杉
原
の
決
断

杉
原
は
外
交
官
な
の
で
、
外
務
省
の
指
示
に
は
従
わ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
が
、
杉
原
は
、
も
し
自
分
が
ビ
ザ
を
発
行
し
な
け
れ
ば
、
こ
こ

に
集
ま
っ
て
い
る
大
勢
の
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
ど
う
な
る
か
知
っ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
悩
み
抜
い
た
末
に
、
ビ
ザ
を
発
行
す
る
こ
と
を
決
断

（上）杉原千畝 （1900～86）

（下）樋口季一郎（1888～1970）

（自由社版中学歴史教科書より）

東洋のシンドラーは、一人ではなかった！
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当
時
、
日
本
の
外
交
は
ド
イ
ツ
と
の
友
好
関
係
を
大
切
に
し
て
い
た
が
、
外
交

官
の
杉
原
千
畝
は
、
日
本
入
国
の
ビ
ザ
を
発
給
す
る
こ
と
を
決
断
し
、
手
が
は
れ

あ
が
る
ま
で
徹
夜
で
書
き
つ
づ
け
て
、
六
○
○
○
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
を
合
法
的
に
出

国
さ
せ
、
彼
ら
の
命
を
救
っ
た
。

戦
争
後
、
樋
口
と
杉
原
の
勇
気
あ
る
行
動
は
、
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
に
よ
っ
て
表

彰
さ
れ
た
。

東
京
書
籍
は
、
杉
原
千
畝
の
功
績
に
つ
い
て
簡
単
に
触
れ
て
い
る
。
教
育
出
版

は
、
物
語
風
に
長
文
に
わ
た
っ
て
杉
原
の
行
動
を
記
述
し
て
い
る
が
、
杉
原
が
外

務
省
を
退
官
し
た
際
の
記
述
に
は
諸
説
が
有
り
疑
問
が
残
る
。
両
社
に
共
通
す
る

の
は
、
樋
口
季
一
郎
、
東
条
英
機
が
全
く
登
場
し
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
帝
国
書

院
は
、
樋
口
季
一
郎
が
登
場
し
て
い
る
点
が
評
価
で
き
る
。
自
由
社
は
、
樋
口
季

一
郎
が
人
道
問
題
と
し
て
満
鉄
に
依
頼
し
、
難
民
を
輸
送
し
た
こ
と
、
ま
た
東
条

英
機
が
ド
イ
ツ
の
抗
議
に
も
拘
わ
ら
ず
、
樋
口
の
処
置
を
認
め
た
こ
と
な
ど
を
記

述
し
て
い
る
。
杉
原
だ
け
で
な
く
、
樋
口
や
東

条
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
道
的
配
慮
に
基
づ
く
行

動
に
よ
っ
て
、
難
民
が
無
事
脱
出
で
き
た
こ
と

が
理
解
で
き
る
記
述
と
な
っ
て
い
る
。

よ
く
考
え
て
み
れ
ば
、
た
っ
た
一
人
の
外
交

官
の
力
だ
け
で
は
、
こ
の
よ
う
な
国
家
間
に
ま

た
が
る
大
規
模
な
難
民
の
移
動
は
困
難
で
あ
る
。

こ
の
出
来
事
は
、
当
時
の
日
本
が
国
家
の
判
断

と
し
て
、
ド
イ
ツ
と
の
外
交
よ
り
も
、
人
道
問

題
を
優
先
さ
せ
た
一
つ
の
事
例
と
し
て
記
述
さ

れ
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
約
一
か
月
の
間
、
杉
原
は
、
夜
も
徹
し
て
ビ
ザ
を
書
き
続

け
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
は
、
シ
ベ
リ
ア
を
経
由
し
て
、
敦

賀
（
福
井
県
）
か
ら
日
本
に
入
国
し
、
神
戸
や
横
浜
か
ら
ア
メ
リ
カ
な
ど
へ
渡
り

ま
し
た
。
こ
う
し
て
約
六
○
○
○
人
も
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
が
救
わ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
の
で
す
。
第
二
次
世
界
大
戦
が
終
わ
っ
て
帰
国
し
た
杉
原
は
、
外
務
省
を

辞
め
る
よ
う
に
勧
め
ら
れ
ま
し
た
。
理
由
は
、
カ
ウ
ナ
ス
で
外
務
省
の
指
示
に
従

わ
な
か
っ
た
か
ら
で
し
た
。
》

【
帝
国
書
院
】

［
ド
イ
ツ
の
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
に
抵
抗
し
た
日
本
人
］
コ
ラ
ム
二
二
五
頁

《
一
九
三
○
年
代
以
降
、
ユ
ダ
ヤ
人
を
迫
害
す
る
ド
イ
ツ
に
対
し
て
、
抵
抗
し
た

日
本
人
も
い
ま
し
た
。

リ
ト
ア
ニ
ア
の
日
本
領
事
代
理
で
あ
っ
た
杉
原
千
畝
は
、
ド
イ
ツ
と
同
盟
関

係
に
あ
る
日
本
政
府
の
意
向
に
反
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
人
に
対
し
て
ビ
ザ
を
発
給
し

て
出
国
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。
約
六
○
○
○
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
、
敦
賀
（
福

井
県
）
か
ら
日
本
に
入
国
し
て
神
戸
や
横
浜
か
ら
ア
メ
リ
カ
に
わ
た
り
、
命
を
救

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
当
時
哈
爾
浜
（
ハ
ル
ビ
ン
）
の
陸
軍
の
軍
人
で
あ
っ
た
樋
口
季
一
郎
は
、

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
を
経
由
し
、
「
満
州
」
を
通
っ
て
国
外
へ
の
が
れ
よ
う
と
し
た
ユ

ダ
ヤ
人
の
た
め
に
、
列
車
を
手
配
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
「
満
州
国
」
の
許
可
を
得

ず
に
行
わ
れ
た
こ
と
で
し
た
が
、
樋
口
の
決
断
に
よ
っ
て
多
く
の
ユ
ダ
ヤ
人
の

命
が
救
わ
れ
ま
し
た
。
》

【
自
由
社
】

［
迫
害
さ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
を
助
け
た
日
本
人
］
コ
ラ
ム
二
三
七
頁

《
一
九
三
○
年
三
月
、
ソ
連
と
満
州
の
国
境
に
あ
る
シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
オ
ト
ポ
ー

ル
駅
に
、
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ
に
迫
害
さ
れ
、
ビ
ザ
を
も
た
ず
に
の
が
れ
て
き
た
ユ

ダ
ヤ
人
難
民
の
一
団
が
到
着
し
た
。

当
時
、
日
本
は
ド
イ
ツ
と
友
好
関
係
に
あ
っ
た
が
、
知
ら
せ
を
受
け
た
ハ
ル
ピ

ン
特
務
機
関
長
の
樋
口
季
一
郎
少
将
は
、
満
州
国
建
国
の
「
五
族
協
和
」
の
理
念

か
ら
こ
れ
を
人
道
問
題
と
し
て
あ
つ
か
い
、
満
鉄
に
依
頼
し
て
救
援
列
車
を
次

々
と
出
し
、
上
海
な
ど
に
逃
げ
る
手
助
け
を
し
た
。

ま
も
な
く
事
情
を
知
っ
た
ド
イ
ツ
は
、
外
務
省
を
通
じ
て
抗
議
し
て
き
た
が
、

関
東
軍
参
謀
長
の
東
条
英
機
は
「
日
本
は
ド
イ
ツ
の
属
国
で
は
な
い
」
と
し
て
、

部
下
で
あ
る
樋
口
の
処
置
を
認
め
、
ド
イ
ツ
か
ら
の
抗
議
も
う
や
む
や
に
し
て
、

一
万
一
○
○
○
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
の
命
が
救
わ
れ
た
。

第
二
次
世
界
大
戦
が
始
ま
っ
た
の
ち
の
一
九
四
○
年
七
月
、
バ
ル
ト
海
沿
岸

の
リ
ト
ア
ニ
ア
に
あ
る
日
本
領
事
館
に
、
ド
イ
ツ
軍
に
追
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
が
、

シ
ベ
リ
ア
と
日
本
を
経
由
し
て
安
全
な
国
に
の
が
れ
よ
う
と
集
ま
っ
て
き
た
。

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
に
つ
い
て
」

千
葉
県
内
の
中
学
歴
史
教
科
書
の
採
択
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

教
育
出
版
（
船
橋
、
習
志
野
、
八
千
代
、
香
取
、
神
崎
、
多
古
、
東
庄
）

帝
国
書
院
（
市
川
、
浦
安
）

東
京
書
籍
（
右
を
除
く
市
町
村
）

私
共
は
、
こ
の
大
手
三
社
に
加
え
、
自
由
社
の
併
せ
て
四
社
の
歴
史
教
科
書
を

約
二
年
間
に
亘
っ
て
読
み
比
べ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
正
し
い
歴
史
の
記
述
が
な

さ
れ
、
子
供
が
日
本
の
国
に
誇
り
の
持
て
る
歴
史
教
科
書
は
、
自
由
社
の
教
科
書

で
あ
る
と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
県
内
の
中

学
生
の
子
供
を
持
つ
父
兄
、
並
び
に
教
育
関
係
者
へ
の
周
知
を
図
る
た
め
、
こ
の

「
中
学
歴
史
教
科
書
読
み
比
べ
」
を
不
定
期
に
発
行
し
、
現
在
千
葉
県
内
で
採
択

さ
れ
て
い
る
大
手
三
社
の
歴
史
教
科
書
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
し
て
ゆ
く
所
存

で
す
。
（
会
員
一
同
）

東条英機（1884～1948）

以
上

※
バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー
ご
希
望
の
方
は
、
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
イ
ト
へ
ど
う
ぞ
。
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